
 

 

 

 

 

 

 

        

     

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 
 

第 72 号     令和 3 年 9 月 25 日発行   万騎が原地区社会福祉協議会  会長 石原 泉 

 

 

台風シーズンも無事通過し、豊穣の季節へと向かい、心身共に穏やかに過ごせる事を特に嬉しく感じ

る日々です。一方、現実に戻ると多くの難題に目を向けねばならず、ボンヤリ, ウッカリしているわけ

にはいきません。コロナ災害を機に、生活を見直すのもいいかもしれません。社会に寄り添うには、規

則を守り、思いやる心を大切にするのが一番かと思います。 

社協の活動も視点を少し変え、今出来る本当に必要な事を、出来る範囲でやろう、 

という方向で進めていきます。皆様のご意見、ご相談をお待ちしております。 

地区社協の大切な財源である賛助会費(封筒募金)に、今年度もたくさんのご寄付をいただきました。 

ご協力くださった各自治会の会長はじめ役員の方々, 班長・組長のみなさま, そしてご寄付くださったみ

なさまに、改めて心から感謝申し上げます。 

お寄せいただいた賛助会費総額は 722,006 円。おかげさまで例年同様のご寄付をいただくことがで

きました。各種活動の経費に充てる他、地区内ボランティア団体への助成金にも遣わせていただきます。 

なお現在は上記のような他地区の支援イベント開催時に、寄付物品の購入に充てています。生活にお

困りの方のお役に立てるよう、「必要とされている物は何か？」区社協から教えていただき、みなさまか

らのあたたかいお気持ちを、活かしています。 

地区社協の活動は当紙面やホームページでも随時ご報告しておりますので、ぜひご覧ください。 

昨年 12 月、旭区社会福祉協議会主催の【ひとり親世帯向け旭区産野菜無料頒布会】が開催されました。

地区社協でも何か手伝えることはないかと、３月 7 日に万騎が原地区で支援イベントを行い、多くの方と

繋がることができました。支援の輪はその後、二俣川地区, 上白根地区へとリレーし、次回は 10 月 24

日(日)笹野台地区にバトンが渡されます。以降も、さちが丘地区 11/21(日), 旭北地区 11/27(土), 旭区 

社協 12/12(日), 鶴ヶ峰地区, 希望が丘東地区へと繋がります。 

どの支援イベントでも食品・日用品の無料頒布の他、生活相談に応 

じています。相談は旭区社会福祉協議会の職員が対応し、それ以外 

の「相談ではないけれど‥」というようなお悩みには、民生委員や 

主任児童委員がお話を伺うこともあります。 

いずれにしても、ひとりで悩みを抱えることなく、どうぞ誰かに 

話してください。そして一緒に考えさせてください。 
                 

【 相談窓口  旭区社会福祉協議会 】 

住 所 横浜市旭区鶴ヶ峰 1-6-35 

T E L  045-392-1123 

F A X  045-392-0222 

開 館 月～金曜日（祝日・年末年始除く） 

午前 8:45～午後 5:15 
 

【 お気軽にメールください 】 

 万騎が原地区社協グリーンメール 

  m-fukusi@we.catv-yokohama.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万騎が原地区社会福祉協議会の会則を改定するた

め「特別委員会」が発足しました。 

会則が制定されたのは昭和 57 年。その後、廃止し

て新会則の制定, さらに数回の改定を重ねて来ました

が、数年前より現会則の問題点や運営上の問題点がい

くつか見つかりました。ただし会則の改定だけでは処

理が難しく、特別委員会を設置した上で、地区社協そ

のものを見つめ直し、事業, 会則, 組織を総合的に検討

して会則の新規作成を行うことになりました。 

委員は次の３名にお引き受けいただきました。 

賀集  繁 様（西部自治会会長） 

深堀 穂高 様（青葉自治会会長） 

伊藤 記子 様（民生委員児童委員協議会副会長） 

 地区社協より 

遠山 紘司    （副会長/当委員会委員長） 

菊池 南欧子  （事務局長）  

 

第 1 回の会合を 7 月 3 日に開催し、月に 2 回（1

回はメール連絡による検討）ペースで進めています。 

今後のスケジュールとして、12 月までに新規会則案

を完成させ、来年 3月の常任理事会に諮り、4 月の理

事総会において承認を得て、実際の施行は 2023 年 4

月を予定しています。 

 

 

長引く新型コロナウイルス感染症拡大の影響で 

思うように活動ができない日々が続いています。 

 

○ おたのしみ会  

手作りを自粛しお弁当をお渡しする 

形で活動を再開していましたが、 

緊急事態宣言を受け９月 10月はお休み 

です。 

 

○ 子育てひろば「あいうえお～っ！」 

 事前申込制で再開した後、５月からは 

申し込みなしで参加できるようになっ 

ていましたが、９月は中止。 

 

○ ひなたぼっこ主催『公園で遊ぼう！』 

 昨年 12月の再開後は予定通りに活動 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

柏町にあるサポートセンター[連]の日中活動事業 

の一環として、障害のある成人期の方が、地域の 

方からいただいたアルミ缶のリサイクル活動を 

行っています。この度、万騎が原地域ケアプラザ 

でも玄関前に回収ボックスが設置されました。 
 

   ◆ 回収はアルミ缶のみ 

   ◆ 軽くすすいで、潰さずにご持参ください。 
 

みなさまのご協力よろしくお願いします。 
 

サポートセンター連   ☎360-9778 

万騎が原地域ケアプラザ ☎362-1222 

事業報告やイベント情報を詳しくお知らせしています。 

万騎が原地区社協ホームページ https://makigaharashakyo.web.fc2.com/ 
 

 

その他 Twitter      facebook     でもイベント情報を発信しています。 
 

 

ぜひ覗いてみてくださいね 


